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ECAFEの第6回CCOP会議に出席して

第6回アジア沿海地域鉱物資源共同探査調整委員会

(CCOP,ECAFE)および例によってこれに先立って

これの第5回諮間委員会(TAG)が去る5月13目から27

目までタイ国のバンコクで開催された.なお今回は

これらの会議のあと引きつづいてインド洋周辺に類似

の会議をもち今後活動をするためにその準備会議が28

目から30目まで行なわれた.

前回は東京で昨年行なわれた.今までの各回毎の様

子はそのつどこの｢地質ニニ･一ス｣に掲載されている.

その他これらの今までの活動をまとめて｢物理探鉱｣

(物探技術協会発行)に今年Vo1.21No.5･6(1968)

“物理探査の海外活動"と題して筆者の一人早川が書いた.

今回は少し趣向を変えて会議の内容をら列すること

を止め重点的にしるすことにした.すなわちCC･

OPに対する日本の協力(台湾フィリピン等における

技術協カバンコクヘのTechnica1Secretariatの派遣

Technica1Bu1Ietinの出版日本におけるOffshorePr-

ospectingの研修等)に対する感謝等の説明はすべて省

略し東支那海調査台湾の地震探査大陸棚領海の問

題等について少し詳しくふれることにした.

早川正巳･星野一男

委員会の1部会である.

第6回CCOPは上述のごとく5月13目から5月27目

までタイのバンコクで開催されたがこのうち前半の

5月13目から20戸までカミ技術顧間会議後半5月21目か

ら27目までが本会議であった.

会議参加者

会議の参加者は各国代表団技術顧間グルｰプおよ

びECAFEとCCOP事務局からなっている.

各国代表団は11ヵ国34名が参加した.
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1.第6回珊CAF廻一CCOP会議

CCOPとはCommitteeforCo-ordinationofJoint
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Areasアジア沿海地域鉱物資源共同探査調整委員会の

略称であって国連のECAFEすなわちアジア極東経済

技術顧問グルｰプは西独アメリカ目本フランス

オｰストラリアの諸国から出ている1～2名の技術顧間

および特別顧問および国連開発計画とアジア開発銀

行からの代表で構成され今回は14名が出席した.

ECAFEおよびCCOP事務局からはECAFE事務

忽CAFECCOP会議場

(ダイバンコク)�
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局長U･Nym工業天然資源局長M.G,Menon同局

次長C･Y･Li･以下13名である.･このうち日本関係

者を挙げると下記のとおりである.

代表在バンコク目本大使館二等書記官英正道

代表代理通産省地質調査所物理探査部長早川正目

顧間石油開発公団技術部地質課長代理星野一男

同上石油開発公団事業本部探鉱部綜合課長西沢量平

同上インドネシア石油資源開発探鉱部次長井上寛生

技術顧間グルｰプには早川正巳が従来通り兼任して出

席しまた東海大学教授新野弘博士カミ出席した.事務

局関係としては下記の方々が出席した.

CCOP法律顧問

ECAFE事務局

CCOP事務局

CCOP事務局

アジア開銀代表

東北大学法学部教授小田滋

沢田秀穂(元地質調査所)

佐野凌一(地質調査所出向)

小谷良隆(同上)

笠井清綱

台湾関係ではCCOPプログラム番号CCOP-1/RO

C,1(a)の西岸陸上屈折地震(日本地質調査所宇部興

産および中国石油公司の共同調査1968年実施)とRO

C･2の台湾周辺空中磁気(アメリカの水路部による

ProjectMAGNET1968年実施)が終了し調査報告が

行なわれた.またIZ.3のアメリカWOodsHO1e

海洋研究所調査船R〃Hunt号による東シナ海の

12,O00kmのスパｰカｰ調査も終了し興味ある報告論

文カミ発表された(第1図一第6図).

これ等については後章に詳しく説明するがその結果

東シナ海から台湾に至る地域の地質はかなり明らかにさ

れ非常に面白い資料がいろいろ呈示された.東シナ

海は従来ほとんど地質資料のなかったところだが黄海

中央部および上海の東方から石垣島宮古島北方の大

陸棚上の地域に1,000mから2,000mのかなり厚い新第三

紀層が分布し石油ガス資源探鉱上きわめて興味のある

地域であることが明らかにされた.

会議概要

技術会議は中国韓国フィリピンタイペトナム

カンボジアおよびマレｰシアに関係した空中磁気地震

(スパｰカｰエアｰガンを含む)および海洋地質調

査の調査作業プログラムが約30件提出された.この他

2国以上に関係するものおよびスンダ陸棚地域に関係

した調査作業プログラムカミ9件提出された.これ等約

40件のプログラムについてまずすでに調査を終了した

プ回グムラムや中間段階まで進捗したプログラムについ

て報告ならびに討論が行なわれた.

ついで技術的見地からどの地域でどのような調査を進

めて行ったらよいか今後行なうプログラムの各件につ

いて討論や意見の交換を行なった.技術会議のうちで

行なわれたこれら報告討論をふりかえってとくに興味

ある部分を記すと次のようである.

東シナ海南部のベトナムマレｰシアサラワクなど

で囲まれた海域のいわゆるスンダ陸棚域は今回会議のも

う一つの焦点となった.1968年にCCOP-1AρNE･

C･1の大Natuna島周辺のスパｰカｰ調査が行なわ

れた.その時間断面の一部が会議に提出されたが最

終解析はまだ終了していない.このスンダ陸棚域一帯

の調査を前記WoodsHo1e研究所のR〃Hunt号カミ

本年の5月から9月にかけて東シナ海と同様30,000ジュ

ｰルのスパｰカｰ調査を行なうことが会議中発表され大

きな反響を呼んだ(第8図).

日本は台湾で実施した陸上屈折地震の報告(第78

図)を中国とともに行なったほか昨年フィリピンで行

なった空中磁気調査の先行調査の結果について報告し

1970年早々にフィリピンで約3.0001ine-km一の空中磁

気調査を行なう用意のある旨を発言した.また日本

技術会議開会式

前列技術顧間団後方韓国代表団�
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では海洋開発技術が最近とくに発展しつつあり“しん

かい"“ぶじ"のような海中調査船海上掘さく機が新

たに建造されたこと.12万ジュｰルのスバｰカｰやエア

ｰガンLaCOste海底重力計などが装備されそのほ

とんどはディジタル化されていることを発言した.

CCOP本会議では技術会議でまとめられた各プログラ

ムの実地計画の最終とりまとめのほか大陸棚鉱区権間

題訓練センタｰ問題CCOP基金問題事務局強化問

題資料センタｰ問題などが討議された.このうち石

油ガス資源に関係の深いのは前2者である.

プログラムの実施計画については日本関係の調査プ

ログラムは技術会議での発言がそのまま認められた.

近い将来に実施されることになったプログラムとしては

(1)前述のR/VHunt号によるスンダ陸棚調査が5月25目台

湾キｰルン港発8月8目同港帰着の日程で行なわれる(第

8図)､これには台湾などの南シナ海周辺国の技術者が参

加することになっている.

(2)アメリカのProjectMAGNETは1968年の台湾周辺に引

きつづき今年夏はCCOP-1/PH.1としてフィリピン

のRegion皿(パラワンミンドロバナイネグ回スセ

ブおよびボホル島を含む地域)の室中磁気を26.0001ine-

k㎜の規模で行なう.1970年には(CCOP-1/ROγ1と

して)ベトナムの南岸および東岸の調査を行なう予定であ

る.

(3)台湾海峡のエアｰガン調査を酉ドイツが1970年に行なうべ

く準備を進めている.

以下第23章で技術会議でなされた調査報告中

とくに重要なHunt号による調査台湾屈折地震調査

台湾周辺空中磁気調査スンダ海調査などについて述べ

る.また第4章で鉱区権問題について第5章で鉱区

権議題に関連して行なわれた小田滋教授の講演につい

て述べる.

㈮

経

R/y肋皿t号による東シナ海･黄海調査報告

���敲������������捴�攀

andSo㎜eWaterCharacteτisticsoftheEastChina
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1966年のCCOP発見とともに東シナ海および黄海は

石油･ガス資源にとってきわめて興味のある地域として

注目され1968年のアメリカのProjectMAGNETに

よる予備的な空中磁気調査に引き続き地震探査を行な

うことカミ計画された.CCOPプログラムの多くカミそう

であるようにこの計画も多くの機関研究者の協同作業

である.調査の計画はアメリカ政府海洋局の太平洋

援助グルｰプにより行なわれた.調査船R/VHunt

号はマイアミ海洋アコステイカル･サｰビス(MASM)

により運航されW00dsRO1e海洋研究所のK･O･E血e

ry博士がECAFE事務局として乗船したのをはじめと

して中国のMeng他日本の新野(東海大学)林(石油

公団事業本部)他韓国のK00他が調査員として乗船

した.調査は1968年10月25目佐世保出港黄海･東

シナ海を調査した後11月11目台湾基隆港着11月16目

同港発1!月29目佐世保港帰港という日程で行なわれた.

調査法

R/VHmt号は排水量850トン全長55mの大きさで

ある.測定器類は以下のとおりである.

深海深度計:結晶トランシュｰサｰを船外に曳航し

た.

y趾ia皿プロトンｰプロセッション磁力計:船体の影響を

避けるために200皿離して曳航した.

3万ジュｰル･スパｰカｰ:Te1edyne杜のGeotechシ

後列インドネシア代表団

日本代表団�
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第1図測線図

ステムで行なった.船尾より50mの距離で曳航.ス

パｰクは14kVのコンデンサｰバンクより4秒毎に放

電された.Hydrophoneレシｰバｰは50㎜の長さの

Sing1eストリｰマｰでありストリｰマｰの中心はスパ

ｰク音源より110m離れている.記録時の調査船スピ

ｰドは通常10ノットであった.この他海水の温度

塩分濃度沈澱量透明度波浪の方向波長波高

および風の方向風カガミ測定された.

船の位置は沿岸に近いときはRADARにより沖合

ではLORANAと星座観測で行なった.位置測定

の誤差は黄海北方と台湾海峡では6良mそれ以外では

3kmと思われる.

海底地形

調査地を黄海大陸棚

地域に分ける(第1図).

および海盆･海嶺･海溝の3

(黄海)

朝鮮半島南東縁から済州島および揚子江南口端を結ぶ

線の以北で面積はほぼ500万k㎜豊である.平均海深55

mで何処も125m以浅という平たんな海底である｡西

端は黄河と揚子江のデノレタと山東半島の隆起地形であり

東端は漢江鴨緑江遼河の低地帯をのぞいて山地的で

あり数百におよぶ小島がある.

黄河と揚子江の運搬物の影響はかなり沖合までの地形

に影響を与えており黄海の東の1/｡まではスムｰズで緩
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第2図底質概略図

やかな斜面(1:26,000)であるがそれよりやや急峻な

斜面(1:6,000)に移る.東部の1/｡は韓国より運搬され

た砂でおおわれ西部2/割は黄河と揚子江からのシルトお

よび粘土でおおわれる.黄海海底の中央部では露岩の

サンブノレは得られなかった.黄河流域で行なわれた

960mの試掘が1965年に行なわれているがすべて浅海

性デノレタ層であった.しかし山東半島の南と東側には

露岩のあることカミ航路図で示されている.露岩はまた

韓国と揚子江河口間の黄海域南縁海底にも見られる.

済州島など第三系火山岩よりなる島がいくつかあり揚

子江沖の島は中生代の火山岩類である.

(大陸棚)

北方には幅約150しmの対島海峡中央は黄海地域に対

し南は中国本土に面する地域である.ここの大陸棚

の外縁はほぼ120並1の深度線と一致する.大陸棚の最

大幅は揚子江沖で450しmの距離がある山本地域の面積

はほぼ4,ユ00km2である.大陸棚地域海底の堆積物は

単純で沿海付近ではシノレト粘土でありその外側では

砂である｡黄海西部から南西に伸びる一帯はシルトと

粘土で占められており明らかに揚子江および黄河によ

り運搬された現世堆積物である(第2図).砂は石灰質

でありまた鉄分を含んでいる.これは氷河の成長に基

づく海面低下で大陸棚が浅くなっ牟時に生成されたもの

であろうこの海面低下は27コの海底サンプルの調査に

よっても裏付けることができた.これ等には陸棲哺乳�
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類汽水性浅海性の軟体動物化石が含まれていた.

数コの試料について年代測定をした結果では4,000か

ら30,000年という年代が示された.

一方目本近海から陸棚の縁にかけて多くの小島があ

る.その多くは新第三紀の堆積岩および第三紀の火山

岩よりなっている1海底から34コの試料をドレッジに

より採集したがこれ等も新第三系の砂岩頁岩であっ

た.現在長崎近傍では海底炭田で古第三系の炭層を

採掘中であり台湾西部では5,000mまで試掘している

カミすべて新第三系である.本大陸棚の外縁はEm･ery

と新野のいう台湾一宍道榴山帯に当る.

(海盆海嶺海溝)

第26図のように西から東に沖縄海盆琉球海嶺

琉球海溝が分布する.その面積は400km2である.

これ等は南西諸島の名を冠して呼ばれるときもある.

沖縄海盆は大陸棚外縁の東側に位置する.1最も深い海

底は台湾近傍にあり2,270mに達している.明らかに

この海盆は琉球海嶺からの剥奪砕片物が堆積する場にな

っている.

琉球海嶺は南西諸島を含む細長い島弧である.島弧

の内側はおもに火山岩よりなるか外側は花開岩あるい

は輝緑岩に貫入された新第三系古第三系中生界古

生界の堆積岩よりなる.海嶺に沿っては激しい榴曲構

造が見られ琉球海嶺が南日本の榴曲構造と台湾の複雑

なアノレプス型構造を連結する琉球榴曲帯と称すべき地帯

であることを示している.

琉球海溝は琉球海嶺の南に隣接する細長い海溝である

がその軸部の深度は大部分の場所で6,500皿よりも深

く中央部は7,881mにも達する.しかし海溝の底

は薄い堆積物に充填されて平坦となっている内陸側の

斜面は深度2,000mから3,000mにある広大なテラス面ま

で急峻な面を形成しておりおそらく厚い堆積物と火成

岩よりなるであろう.琉球海溝は北端で地形的にも構

造的にも消滅し北東からの数コの平行する流嶺と交わ

る.これが九州一パラオ海嶺大東一汗大東海嶺とよ

ばれているものである.南海海溝はこの交差点のさら

に北東に連る海溝である.しかしこの海溝は地形的

にもっと穏やがてその厚い堆積物もフィリピン海盆から

この海溝まで連続している.琉球海溝と南海海溝との

この相違交差海嶺の存在および小西による琉球島弧

の喰い違いはおそらく海洋地殻塊の大陸構造塊への相対

運動に関係するw)であろう.琉球海溝は南西端では

台湾の南北方向榴曲構造に変わりつつ消滅する.

地質構造

第3図海底地形図等深度線単位はヒロ(1ヒロ:6フィｰト)

スパｰカｰの反射断面によると反射の性質により3

相に分けることができる.最下相は不規則な表面を思

わせる放物線状反射面を含みおそらく古期岩類貫入

岩および変成岩よりなる基盤岩層に相当すると思われる.

この岩層が浅い所では地磁気断面は非常に不規則で比帯

磁率に大きな差があるかのようである.第23相と

も音波に対して透明であるカミ第2相は第3相の下にあ

り両層は地質構造が異なることにより識別される.

ある場合には両層の間は不整合のみにより分けることが

できる.以後第2相を変形(Pre-def0･m-atiOn)相

第3相を非変形(Post-defOmatiOn)相と呼ぶ.以

下先に述べた3地区の順に調査結果を説明する.

(黄海)

4側線計2,500長皿の測定を行なった.基盤相は最

北部の側線の1部に露出する他はやや深くなっており

最南部の側線第4側線では1km一以上の深度である.

基盤の浅い所では磁気断面は非常に複雑だカミ基盤の深

い所では磁気記録は幅の広い変化を示している.反射

断面の傾向から基盤岩相は山東半島韓国済州島お

よび中国本土の基盤岩類と連結する地層であり従って

おもに中生代およびそれ以前の火成岩および変成岩より

なっていると思われる.一方韓国西部陸地には1,200

m以上の中生代陸成堆積物カミありこれに向かって基盤

相が上っているのでこの付近の基盤相はこの中生界に

連なるであろう.黄海入口には基盤相の海嶺が見え

るがこれは南鮮から揚子江に連なると考えられていた�
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第4図黄海および大陸棚地域における第3相(非変形層主と

して新第三紀と考えられている)の等層厚等図

Fukien-Reinan剛塊帯であろう.この他に山東半

島に連なる海嶺も見られる.

第2相変形相は南西に向かい厚くなって行く.第

2相の上の不整合はきわめて大規模なもので基盤相

を直接切るところもあり深度も100mに足りない所か

ら1,600mも深部まで下っている所もある.第2相変

形の時期は陸域の知識から第三紀中期と考えられる.

従って第2相の時代は古第三系でありおそらく白亜紀

後期も含んでいる.黄海入口で採集された3コの岩石

試料もこの考えを裏付けている.

この不整合の上には第3相非変成層が広い範囲に分

布している.多くの場所でほとんど水平であり海底

からの無数の多重反射から識別できないこともある.

第4図は非変成相の等層厚線図である.黄海に大きな

堆積盆地がありなお3部分に分けられていることが削る.

そのうちの2コは1,400から1,500mの厚さであり揚子

江デノレタの沖に位置する.3番目は1,200皿の厚さで

あり山東半島の南に位置する.第2相変成の時代を

第三紀中期と考えたので非変成層は新第三紀から現世と

いうことになる.この推測は黄海周辺の陸域では新第

三紀以降の地層は顕著な変形をしていないことからも間

違っていないであろう.山東半島の北で掘さくされた

井戸には少なく見積っても960mの第四紀デルタ堆積層

が見出されているので非変成層にも当然相当な厚さの

更新世および現世の地層が含まれているに違いない.

Holβman(1968)の計算によれば黄河と揚子江からは
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第5図磁気異常図

毎年それぞれ20億5.5億トンの土砂が運び出される.

黄海地域の非変形相の容積は約20万k皿雪である.岩石

比重を2.0としてこの容積は4×1014トンに相当する.

この重量は両河川からの土砂が全量堆積したとするとわ

ずか15万年で達成される量である.しかし相当な部

分は渤海湾に流れ去るであろうし黄海より南方に流出

する部分も多いであろうからおそらくこの期間はは

るかに長いものと考えるべきであろう.

(大陸棚)

この地域の側線は11側線で延約4,500k㎜である.

基盤相よりなる2コの海嶺が発見された.1は黄海地

域で認められたFukienReinan剛地帯の延長である.

深度はさらに深く1,000m以上である.先カンプ.リア

紀の火成岩変成岩と中生代の貫入岩よりなると思われ

る.他の1は台湾一宍道榴山帯と名づけられるもので

九州北西端から台湾に連なる.九州付近では陸上に上

って第三紀の榴曲した堆積岩および花闇閃緑岩よりなる

島となっている.スパｰカｰ記録および第4図の非変

形相構造図によれば台湾一宍道榴曲帯はほぼ大陸棚の

外縁に位置している(さらに第6図参照).ただし台湾

に近い所では外縁より400km一外側にあり大陸棚斜面上

に位置している.地震波速度から推定するとこの榴

曲帯は堆積岩および酸性火成岩より構成されると思われ

る.F曲enReinen剛塊帯および台湾一夫遺榴曲帯

は磁気断面図からも異常部として読み取ることができ高�
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策鋼によれ滅この地域では新第三系と(ある程度の古

第三系)は対島海峡では婁00鰍未蒲である淋それより

南に内かって厚さを増し台湾の耽では婁事00腕よ嚢以上

は確実であり台湾頭部で鋼慈く慈れた試掘では籔孟000

鰯以上の新第三系が認められている山関でみるよう紀

これら新築3系の大部分は台湾(堆積)盆地および紳纐

海盆に分布する仙台湾盆地の台湾寄りは30,000ジ泓一

ルの系パｰ愈一では測定〕等ない穣堆積物が厚く不整

合爾赫驚事O⑪0鰍漢で深くなること赫認められたというこ

とである｡凄｡o⑪⑪搬以上の厚妻を持つ範騒は箆蛎㎏竃

であり容積にして遜O万㎞護おそらく榊方途がにも瀧

すると雛定書れる仙人鰹棚勘域全体での策蟻饗相の

容積は工00万㎞が位である資罰籍しこれが新生代紀

平均して堆積し花あすれば工牢警りの堆積は約鉦鰍であ

る缶これは米鰯の大西洋底での堆積率の約§僧であり

このような激しい堆積スピｰドは黄河為よび揚子江のぼ

う大な流域と運搬量によるものであろう｡

沖縄海盆の隣は琉球海嶺である,琉球海嶺は球琉海

簾愛顧頁皿磁号調査麹の構造欄念鰯コンタｰは薫海および

大嬢棚地螂こ糊ナる策黛第堆積岩(第三図第四図およ

び本文譲照)の潭=さを瀞す誕100皿[

溝をともに沖縄島弧の主要な構造要素であって福曲堆積

そらく断層によって作られた岩堤のくぼみに堆積した火

山質の堆積岩よりなるテラスに達する.このテラスの

深度は一篇せず工里800狐から4里000則の聞である.テ

ラス堆積物の厚嵩は6⑪o㎜から黛､700荻である,ζのテ

ラスは禽湾から九州産国の寓にまで分布し日本近海

では土像テラスと呼ばれている｡

この斜繭は書お終テラスを超えて琉球海溝の底に寵す

る,斜薗はこの部分で最も傾斜が急で平均ユ3｡である､

スパｰ吻一断薗では海溝の同側斜繭とも堆積岩の徴候は

憾とんぎなか櫛た｡西側斜繭では透過性のよくない所

があ資捻そらく火山岩淀と推定される出ただレ回

じ所で村内欝(工鰯)は地震波速度の低いことにより堆

積砦で齢ると鯖論している曲海溝の底は北東に向かっ

て深くなる僚胸で台湾遊侠のδ事魯⑪0狐から沖縄近海では

6妻8⑪0搬紀溝する幸奪ら1ζ北東に内かって日本近海に

近づくピ度消滅し淀のち輯び南海海溝として姿を現わ.�
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第7鰯台湾薇灘屈折地澱測綴鰯

す.今回のスバｰカｰ記録によれば海溝の底は混還流

.起源の堆積物がOから600揃の厚塗で堆積している自

琉球海溝の東には深海底があるか記録は不安淀である.

不規則ながら東方に高くなって行書簡東方胸の幾つかの

海嶺が発達するようになる.深海底は約級耐蹴｡夢)

速度層でおおわれており村内等(蝸8)による第黛火

山岩層であらう.沈降部あるいは平花ん部の処冷紀は

200狐以下の地層か堆積している.

結論

艮/VHmt号による儀週間の船上調査獄隣接嬢域で知

られていた地質庸報を海洋へと広げるこ&がで曹花｡

この地域の大きな構造要素は北東一商衝方筒の一連の海

嶺である.海嶺によって東シナ海はいくつかの堆積鎗

地に分けられている､海嶺のうち最も嬢地ぽ近いのは

本地域の外であるがカレド皿ア期(酋生代初期)に隆起

した山脈である.それより本地蛾に入って究勿ンブリ

ァ紀に隆起上昇した泰山一澄廉山脈為よび驚海と東シ

ナ海の境に中生代中期から後期は上昇しだ福嬢山嶺繭剛

地帯がある.申禺および朝鮮の地質から判る限りでは

この酬地帯は白亜紀末襲で帯園大陸の海洋紀対す葛外縁

となっていた｡剛塊帯の内陸北酉ぽ彫る瞭一の貞璽

系は陸成であり数王令00腕の厚春を侍りている曲剛

地帯のこの大陸外縁としての働きは古錦三綱こ整って消

失したことは明らかであるヰ何となれば今国の調査緒

ように連結するかは台湾近海の海底の地質･物探資料が

不屍している花めによく判らない｡構造方向の移り変

わりからみるとヒ㌢ラヤ山脈淋イン円ヒ東部で呈して

いる状態と似た構造営)節か台湾付近であるようである｡

海嶺粥1きずられた如き擦醐をしていること台湾北東

で嬢棚が異常ぽ厚くなっていること台湾島構造を太平

洋深海底の最溝繭部と切り離している広大な海底潜斧の

存在はすべて第蟻関に示される若鰯りの横ずれ歓層の結

果であろう｡繭東ぽ向か悦て海嶺の年令が徐埼に着く

なるという順序は太平洋縁辺の偽の部分でも熱型的ぽ

蒐られることで齢る(び鰍雛蝋数王曼批Y搬§滅双1966)､

すな事)ちそれはアジア大陸のステップ状成長を形づく

ってきたので勅る｡大陸棚の海側は潜る海嶺の閥ばは

直線状の凹状帯が蕗り堆積物が部分的に充満している由

一般的に堆積物は沖縄海溝で最も厚く幅広く漢だ連

続的に分布している｡琉球海溝は費河および揚子江の

2大大河がら最も遠く従って寛要度は最も小さい.

調査地域で石油およびガスのポテンシャル上最も重要

なのは大陸棚および黄海の第三紀堆積物である｡ごの

瑚域の堆積物は眞大なシナ犬塵が蔑涌および揚子江ぽよ

費灌灘されて急激匁沈積作用の結果生成され花ものであ

る｡河州流に含凄れていや鐙窟な滋養物のためぽこ

の地域の堆積物の有機質含有性は非常に高くなっている､

海魔ぶり操敢害れたサンカ液は王.慧劣もの有機物が含

まれていた､しかし氷河発蓬紀よる海繭低下ぽ彰饗

されていないもっ詮深い海底紀は慈らに多くの含有

量が予測惑れる¢)で亀る｡

犬陸棚潟よび黄海地域でも有滴およびガスの最も期待

できるのは台湾の北東方ぽ潜る隻00幸⑪oo嚇簑の地域で

ある｡ここでは第三紀堆積物の厚凄は2脇以上で潜る､

さらに台湾陵上ではおそらくgk狐に蓬しておりそのう

ち駄蘭は新錦三揮堆積物で齢る.一方大陸棚の他の

地域における堆積物の大部分も地震断面海底サンプ�
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ル試料および台湾での試掘井から見ても新籍三系であろ

う.日本韓国および台湾の陸地の滴ガス岡はほと

んど新第三紀のものである吉最も高い確度で台湾お

よび日本間の大陸棚は世界で最も有望な含泊地帯の一つ

であるといい得るであるう､ζの地域は軍寮的および

政治的理由によって未試掘の蜜護残されていた地域であ

り今回のような予備的地質調査慈麦十分でない談凄残

されていた地域であってこのような地域は世界の大陸

棚でも最早多くはない吉

第2によい地域は黄海でここには3コの唱ひるい盆地

が存在する.これ等の盆地は互いに連続してい肋婁

その1つの中心は韓国の近擦に他の凄つは中国本土の

近くである.今回の調査ぽよればこれらの盆地には

1｡駄狐近くの厚養の第三紀堆積物があり轄積物申の有

機物含有量は潟そらく大陸棚のよりも多い｡地層中に

よい反射面カ書いくつかあるカ婁これはこのような有機分

を多く含む根源岩の中にあって貯留岩となり得る砂岩層

を示ナものであろう.

今回の予備的調査は策!ナ海大陸棚および黄海におけ

篤王談合湾西部新第三系層序

｣

中1

�

亨鍋陵亭琉裏1

Low㍑α町胴〔;

『060呪言`軸｡

㈱M倣酎晒蜘｡

竈｡台湾および黒ン賀陸棚地域の調盤について

台湾繭部壌土溺箭鍛鰹鰯鐘

Cパ.Me囎鰍童眺鮒:馳夢械㈱砥建§蔑玉撒1c

服f蜘d㎝馳閉夏棚1鯛虚1貫搬榊搬楓醐嚢⑪蚕

丁邊麦w細茗胎卿嚇蟻⑪董C滅蝸言CCO獲㌘蜜出｡塁舳

Y⑪亘.婁茗黛.錨一鱗,至艶纂.

この調査はCCOPのワｰクプ漠グラム(更OC.1)と

してユ968隼6月2蝸から8周6萬にかけて行なわれ淀｡

冒本の地質調査所(陶山淳治他)と台湾のCh至腿鰯

P敏泌燃COrp倣鮎｡鶯の協同調査で驚操作業は宇部

興産カミ行なった.調査測線は鶏?関のように遂側線で

ある｡錦亙側線は紹｡孤腿で新竹がら苑襖凄てほぼ西

海岸に平行している､鉄扇舳(羽艶h鋤銚搬)ガス岡を

通過しており西岸沖の将来の地麗調査との関連で最も重

要な潮線である｡第隻側線はほぼ南北方肉で側線長は

33.?㎞一である.錦3側線は霧峯から八勢山背斜

西螺渓川を横断し崇背に漣する蝸,狐狐である｡錦遂

側線は合繭背斜と串州背斜を横餅する側線で搬｡荻搬で

ある｡遂側線の総計は醐駈である｡

台湾の新第三系の層序は錦一表に沫される､このう

ちで宥減1ガスの産出層となっているのはおもに中新統

であって中部の打鹿頁岩石底層などがガス層下部の

木山層などが油層となっている｡厚慈は少なくとも

4隻⑪0腕以上である｡海成のフリッジ皿型堆積物と陸

成および手かん戌の堆積物よりなる.海成層はおもに

南部に陸成および手かん成層はおもに北部に多い.

一般に策から酉に向かって薄くなり北港一関衝閲の海

津村遊で毅も薄い｡調査結果わかったごとの大要は次

の通りである.

王,

㈮

㌮

基盤が予想外に深か欄た花めに基盤深度は直接明らかに

するζおはで嚢なか仰花秘中新統の基底は少なくとも

?､⑪o⑪頂⑪は釣ると思裏)れる

基盤深度が大きいところでは中新統の厚さも増大している

缶渕線断繭を対比すると台湾海峡の南東部に屯北部のよう

な縫棚構造が存裡するであろう

験的鯛童澱盗畷猟滋饗,の空中磁気調査

アメリカの水路部(O撒nographicOffi㏄)によって毎

年30主O⑪0王星鯛山脇程度の規模で行なわれている.1968�
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獄醐震脅夙ン叙陸棚遡蟻

銅壷潮線図

年は4月24目から6月婁員蛮で台湾周辺に粘いて側線長

18,000途蛇一虹血で行なわれた.圃時期ぽ済州島から台

湾北岸沖に至る東シナ海で側線長約五,墨00腕ト㎞｡(維

定)の調査カ洞じく6月は行なわれた苗測定はヘリウ

ム.(vapour)磁力計とディジタノン記録計で行なった

これらの結果は現在解析申であるが会議揚で行なわれた

中間報告によると

1.青潮胸部に幾つかの小さな磁気異常があ螢深度縁ぽ

嚢皇OOO搬での蔵入岩体を派しているのではないかと思われ

る

2｡北港付近よ夢頂部海岸線を簸長するような方向で臓南方紀

傭びる断綴が予想巷れるなお溝湖篤壷通欄て預南方

に傭びる海嶺が台湾海峡南細こ発達するよ簑で勅篭｡

3.溝湖島を通る海嶺によって台湾の南頂部から海洋紀伸びる

盆地秘魏在者滴･ガ渓を麓出し郁嶋恥部鏡地塁釧帖

れることが分かっ液化離綾地で織堆積鎗飽は漁閑地蛾

に沿ってさらに海上に発達し構遠方胸は縫ぽ棄瞬である

ことが示された

ProjectMAGNETはさらに螂聖年3月紀韓国沿海減

の調査を側線長ぽぽ鰯葦｡◎o玉董鵬斗滋にわたって行なっ

ており6月にはフィリピン串央部でほぼ岡規襟の調査

を行なった(既述),

スンダ陸棚地滅

ベトナム南西海岸に招いて屈折地震為よび浅部黒バｰ

今集δ月から魯月にかけて実漉されているR/VH収砒

号のスンダ地域調査測線予鶯を欝魯関に示し淀｡

4.鉱鰹権閥騒について

会議前置CA亙湿一CCO只蜜務当局から寄せられた予

定議題の鶏夏炊｢東アジァ諸園の海底紀おいて鉱物鞍源

ぽ関する権利地域の錆界の駿定に関遠する察柄の検討J

があり淀生た凄危蜜このこる石滴公団蜜業本部秘

恥滅号調査船の資料紀もとずき官宵1看垣島北部の

尖閥列島周辺の鉱区を琉球政府に出願したところこれ

はついて禽湾のある新闘淋尖閥列島の頒土権について疑

問を塁する論調を載せる&いう寮があ簑本議題の意味

については寮前に闘かれ花代表団を関係宵庁閥の打ち含

わせ会でもいくらか間題をなった由種冷検討の緕幕

本議題について鷺本としては次のような態度で臨む

こと紀なった｡

議融火表親窓れている大隆棚地載の鉱物資源に関す

る境界設定閥題はCCOP委員会に付託されざる事贋で

ありCCOP黍貴会は大隆棚欝濾をめぐる各鰯主権の調

整闇題に関しては如何なる決定をもなし得ないと解する�
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旨適宜発言する由

以下鉱匿権間趨について会議中の記事を経過に磁っ

て略記しておく.

夏｡技術会議欝王顯警則的午後議題5紀久婁作榮プ鱗グ

肇ム討論の際前述の貫峨モ勢調査衿蟻畑をMAGN逓T

lはる窒牢磁気調養費捌載る禽湾の屈折地震調壷と東

シナ海から禽潮勃妨ての調査轍箸林相ついで行なわ杓花

鳶と下記の発言討論秘齢吻淀曲

醐㈱遭(碩独技搬顧闇):新聞報道によれば韓国近海で菊減食

杜か鉱区愛敬籍したそラ芯が.

醐澱(韓国代表):外国の鵬畑肩油会社(複数)に鉱区を許可

し淀のは事実だがこれ以上の鰍夢ソトはできない圭

伽｡胴:やは夢新鰍は批は費泰の鉦議会極秘沖縄に鉱区を敢

⑪たそう怒秘曲

(目本側しばらく無蓄であ烈淀か議長より簿本からの

籍竃登期待妻れ花ので一同相談ののち)

鐙野:日本の王畿杜は今回の諾調査の結果に大州ご輿映を抱き

鍍獅的縫検薫抑湾勅義一岨凄施忽の件紀泌㌔ているいる

な兇飽から政臓機蹄を協議している段階である由

これ以後はこれに関連した究書はなく地の議靭こうつ蕃丑

説明し寮務局は今回顧遠ゆ海洋科学専門グルｰプの王黛で

あリ大陸棚領海閥顧の権威であ義貞本の策北大学法学部の､

ノj咽滋教授を瑠璃し花ので小間樽土塀)説明室蘭くこと記し

たいと提案した.

小頭数授の誘は大陸棚領淑ζついて夢)体系的な;講義"

ECA囲審務局はこ扱で本議題の議壌数打切夢池､意陶で

あったがタイ代表よりスンダ陸棚およびシャム湾は夢イ

裁ン恭ジアベトナ森マンｰシア縞表びインざ率シア紀囲

凄れ淀海洋であ義のでこの飽滅の鉱区権闇題鼓誘し食うた

め関係国沸会合を鬼顯てはぎうかとの擬案湯嶋り淀畠これ

に対しベトナムは賛成したがマレｰシアインド率シアは本

国政府と協議しなければ苓らないあいうことで態度を保留し

､た嘩レｰシア代謝沈棚ζ闘遠レてインド率シア怒呼レ

忍⑳鰭果最終報告霧刺ζは｢Th磐Co㎜煎搬餓f欲凸at

1室棚㈹鋭如鵬恥鰍如⑩曲嚇･h蹴h蝿･由ti㎝･

(澄1境界穀定の花めの交渉)搬至幽宜腕嚢ff鮒eδ籔紬that

玉童幽｡搬鴛破淡室搬脈6三重あ剛の文言が盛込まれま

淀夢イ代講の縫案紀関しては関係国間で別途話し合うこと

笈CA甑察務局は翼請に応な法律的ないし技術的援助を行な

うべしというサジェスシ薫ンがあった｡

以上秘尖閣諸島鉱区および鉱区権問題について議場で

発言されたことである秘本会議議題五脈関連してイン

ド沸シアおよびユユｰジｰランドよりそれぞれの園の大

陸棚領海に関する宣言ないし圏内法秘参考資料として配

布きれた.議場でほとくにこの文書に関しての説明

発言はなかった.

インドネシアから提出されたものは工9鵠年黛月エ7目

インドネシア共琴帽大統領スハルトの名でなされたイ

ンド率シア大嬢棚に関する宣書である山インドネシア

ばこζで大陸棚条約第王条(鶏δ章参照)にほぽのっと

り深度髪00独'までの大陸棚あるいは離島における類似

のものおよぴその範囲を超えて開発可能な上部水域の

深さまでの海床および地下の資源はインドネシアにより

決定さるべき財産でありその排他的管轄権下にある｡

またインドネシブは隣接国と大陸棚領海の境界を定める

問題について鴇定を結ぶ用意がある日この鶴定ができ

るまでは大陸棚条約第6条にのっとり中間線の原則で対

処する由粧宣言の骨子である.

蔦狐一ジｰランドの資料は1964年夏正月藪帥C制定され

た王96丞年大陸棚法である､

5｡大陸棚領年の法約問題一小国滋教授講演要冒

本会議議題12｢東アジア諾園の海域において鉱物資源

は関する権利地域の鏡界の設窟紀関連する事柄の検討｣

において請慈れた小田教授の講演の要旨を以下記記す由

公海あ鰯海

領海は園の領土の一部なのだから外国船舳の無審な通

行を除いて主権国は領海内でどんなこともで巷るごを紀

野間の余地はない.しかし公海では原則としてぎんな

国でも琳国船の管轄権を強綱することはで巷ない由こ

の領海内紀おはる主権園の完全な権利と他方公海に湖ナ

る自由&は海洋国際法紀鋤ナる藍本的公理である畦

し危淋りて領海の範畷をどのよう虹して決めるかはき

わめて重要な闇題である山国際法上今まで一般にい

われていたのは3亨イル説である｡しかしこれ紀は

理論的あるいは標準的基礎が欠けている.事実過去

の轟い閥紘の説を採っていた国もあっ花のである吉

国際連盟跨代螂脚ハｰグ團際法会議では結局領海の範

馴ζついて何縛のをりきめをするζとかできなかった刮�
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この無協定状態のまま諾海洋園は今護での伝統的な誇

えを超えて領海の範囲を拡張し始めるのである,閏遠

時代に入っでもすべての園が一致する協定はなかなかで

きなかった血五958隼紀は簑つの説滝蝿案された,3

マイルがら6㌢イル説と夏押イル説であるがどちらも

多数を得ることはできなかった.工967牢宋でみると海

洋を持つ91ヵ国中27ヵ国は3マイル説!7ヵ国は6マ

イル32ヵ国ほ!雲マイルを操っている､この他曇漁

国は12マイル以上を宣言して為りラテンアメリカのあ

る園では20◎マイルを主張している,

科学的研究の自由

(公海上の辞学的研究)

五鰯年国連で採択された公海条約の錦2条は公海の白

南に関するもので公海はすべての園に開放窓れること

いかなる国も公海のいかなる部分に対しても権利を主張

することはできないと述べている.同漆では公海の自

由には

1)航行の自由

婁)漁獲の自由

婁)海底ケｰブルパイプライン敷設の自由

4)公海上蒲行の自由

カミ合まれると記述レている｡これには科学的研究の自

由は述べられていないか公海で研究実験および調査

(exploration)を行なう自由は当然含漢れると解してよ

いであろう.

(爽嬢棚に関す.る研窺)

他方海底について科学的研究あるいは調査は金く別

の観点から論じられなければならないものである｡し

かし本来の意味での科学的研究に関する限り公海上

と同様にこれを認めるべきであるというの淋国連譜会議

での結輪で潜る出たとえ航艶6年の国際法委貴会で採

択され夜議事録には

ヂ沿岸国は科学的研究←く紀海洋の生物欝源保金に関す

る研究を禁ずる権利を持ってい壕い｡沿鋒園の同意は

海底あるいは地下ぽ花いする採薬あるいは開発に関係

し花研究の場合にのみ必要である山沿津国湾洞意を拒

否できるのは沿岸国が持っている調査1開発の空権的

権利に対する脅威となる場合のみである.

科学的研究でもある場合紀は沿津主権園の同意を必要

とするという考えかこのころから錫われてくる吉蝸鰯

年のジュネｰブ会議では大陸棚に関する科学的研究管)

問題が再び広範に議論された｡スウェｰデシバナ㌢

デンマｰクなどからいろいろな鑓案のあったのち第5

条第し項に

｢大陸棚の調査およびその天然資源の開発は航行漁

業蜜たは海洋生物資源の保存に対しいかなる不当な妨害

も与先凄施公紀公表する意図をもって行なわれる基礎

的な海洋学上その他の科挙上の調査は対しいかなる妨害

も与える結果となってはならない.と規定された.

さらにイランインドネシアフランスの討論提案が

あって同条8項に

｢大陸棚に関する調査であってそこで行なわれるものに

関しては沿濠團の同意を得なければならない昔た芯し

沿岸園は費格ある機関が大隆棚の物理学的蜜たは生物学

的特質について純粋組科学的調査を行なう員的のため要

請を行なうときは通常同意を与走ることを拒絶する

ことがで書ない吉も柳をも沿崇国添希望するならば

当該沿津国はその調査紀参加じ濠たは代讃脅を派遣す

る権利を有しがつ前記の調査の繕果はいがなる場合に

も公開されるものおする吉J

大陸棚条約窮蟹条には沿岸国はその大陸棚を調査する

主権的権利湯瀬定慈れでいる',事実上沿捧圏の同意

1はり資格の十分な研究機関1はって行なわれる大隆棚

の科学的研究を沿濠園カ注権的ぽ保宥している調査権

にもとずく調査と澄のように区別で書るかというむずか

しい閲魑があることをこ竺で指摘して潟きたい.探査

(p醐脾c搬慧)という書葉は漢だ溝緯隷閲では使われて

いない.

(潔灘嬢獲錨蹄義科学駒繊窺)

蝸8牢團連で海底潟よび大洋底の平和刹用に関するア

ドホック委貴会撚闘かれ大塵棚以深の海洋底の料学的

調査ぽ関する閥題を討議し花古その議事録から関係あ

る部分を引踊しよ夢曲

ザ数虜園の代讃は科学的研究は海底潟よび大洋底およ

び海底土壌紀ついての闇発権をその園の鷺轄権を趨克て

保証するものではないJ

さら紀少数の奏貴であるが科学的研究は釆然資源開発

の占有的権利の基礎とはなり碍ないと述べている､｣�
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1.沿岸国は大陸棚に対して大陸棚を調査しおよぴその天

然資源蜜麗発するための空権的檸刹を行使する.

2,前項にいう権利は浴樟園がその大陸棚を調査していない

か蜜花はその天然資源登開発していない場合1割･他の

いかなる騒も幾該沿津團の明示の同意ないζはd帖の

活動を行ない蜜淀娑譲大陸棚に対し権利を主張するこ&

がで慧ないという鴛瞭で耕地的で齢る串

この条項は大陸棚の基本理念の椴も様幹となるもので

勘ゆ国醸法上慣習として認められる状態になりている.

すなわち沿岸圏の当該大陸鰯に対する調査潟よび開発の

権利はその国か大陸棚条約を批准したか否かにかかわら

ず国際的紀認知されているのである.従って沿津国が

保育できる哨該大陸棚洲が具体的にぎこからどこ濠で

かということがきわめて重大な間麗となってくるのであ

る,次の凄節でその限界境界をめぐる問題について

説明しよう｡

(犬縫翻の鈴綴)

大陸棚の外縁を大陸棚条約欝五条は次のように規定

している.

ギ海岸に隣接しているが領海の外にある海底地域の海床

および地下であって上部水域の水深が隻00搬塞でのも

のまたはその限度をこえる揚禽には上部水域の水深

がその海底地域の天然資源の開発を可能とするとこる婁

でのもの.｣

200㎜という数字カミ走められる蛮でにはある経過があ

ったのだが簑00鰍は大陸棚は(地形的意味において)

除するものである｣.

少なくとも大陸棚とその外縁をご克花部分とを厳格に

区別しなけれぱならないということには疑問の余地がな

いであろう旺しかし沿津国の権利が及ぶ外縁として

.の大陸棚条約1ζいうとζろの外縁をぎのように決め淀ら

よいかについては深海遼1の法制とも関連がありこれか

らの攻策問題として議論されている申

蝸瞬の團遠海洋法会議当時はいくらかの例外はある

記せよ一般には水深獲⑪0鰍の地点以遠の開発などは現

実性のあるものとは誇吏られていなかったしかし

現在水深200醐以遠における海底開発は単記可能性では

なく実濠の問題となりつつある｡私見によれば大陸

棚条約の欝ユ条を法的紀解釈する隈ゆ深海とい克ども

そこが闇発可能になる限りはすでに大陸棚であり沿緯

圏の独占的な支配のもとに立つ.深海地下開発を新た

な制度のもと紀おこう&するいかなる提案も現在の大

陸棚条約の改訂を前塘としなければならないことを指摘

しておきたい.

(犬陸棚の蟻界)

相対する沿岸を有する2以上の国の領域にあるいは

2つの隣擦する園の領域に同一の大陸棚が隣接してい

る場合の大陸棚の境界を大陸棚条約第6条は憲めてい

る白原則的には両者に共通のプリンシプルか規定春れ

ている,濠ず錦五に当時園の合意ぽよって決窟する.

合意秘ない場合には特別の事情により他の境界線が正

当と認められない限り前者にあってはザ境界線は中間

線&する山この申潤線はいずれの点をとってもそれぞ

れの閏の領海の幅の測定の起点となる基線上のもっとも�
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近い点から等しい距離になければならないJのであり

後者にあっては｢境界は岡国のそれぞれの領海の纏

の測定の起点となる基線上のもっとも近い､叙から欝しい

距離ぽあるという原則を通局して決定しなければなら秘

いJ音

大陸棚の境界について2ヵ園が協定を績ん想例は少な

くない｡英国は大ざっぱな協定繊隻北海地蛾について

ノルウェｰデンマｰクオランダとそれぞれ夏9嚇

工966196舵協定を結んでいる､ζれから識明するユ

つの争いを除いては北海大陸棚は隣接沿津国聞で溝屍の

状態で分割された.これらの鴇定は一般的にいって

申聞線の原則がその基をなしている,巷らに勇国間協

定はソ連とフィンランド間でフインラン将湾バルト海

についてイタリアとユｰゴスラビア関でアドリア海

紀ついてイランとサウジアラビア間でアラビア湾に

ついて行なわれている.

ここで最近北海を舞台に争われた境界争いについて述

べて見よう由デンマｰクドイツ招よびオランダは北

海の東部の大陸棚紀ついて鴇定に達していなかった再

デン㌢一クとオランダは蝸6年暮月3蝸ぽ協定を結び

境界線をイギリス丁デンマｰク間の協定で添され花点か

らボイツの海岸紳塞で引い花線1はり定め花山ドイツ

側から見るとデンマｰクｰオランダの境界を是認すれば

ドイツの夫陸棚は海津近くに限定され不幾な不利益を

蒙ることになる.デンダｰク為よび妹ランダか大陸棚

条約の申聞線の原則を根拠としているに対しドイツは

条約を批准していなかったしたがって串間線原則を

無視で蓬る立場にあった.この争いは国際調法識判所

紀凄で持込裏れ淀か今年蟻月2蝸芦イツ側に有利な糊

決秘下書れた判決は申聞線原員箏は当事者鰯闇で強制

するべ密ものではなく境界決定はすべての関係する周

囲状況を考慮して公平の原則による協窟虹よりな慈る

べきであると述べているのである.

蟻の存在

だ単肥大陸棚上の突痘にすぎないのならばそのような

場合が多いが大陸棚を分割するときにこの突起を考え

に入れなければならぬ強い理由はない.大陸棚条約て

ば従って特別の場合にのみ島は携界設定の際に考慮の'

対象となると定めている.

6.イン障葦薬局迦議鰯の竃鍋鯵会議

前回の東京での第6回CCOP会議でも議論されたこ

とであるが太平洋をとり襲く諸国のみならずインド

洋周辺諸禺⑳閥でも従来狩なおれて誉たCCOPに類似

した姉妹会議をそるそる設並すべきではないか&いう空

気が盛簑上って書た岨そこで今国の会議ははOも蹴灘

としてイランパキスタンインドセイ濠ン等の代表

さてこの会議にはイランからはNat五〇蝸亘至夏鋤麦醐O1亘

Co･からM二んM蝋泌鷲屯R,Kalhor主M.M籔砒氏

等三人の責任者パキスタンからはパキスタン地質調査,

所の工眈M舛鮒次長イン洋からはバン賞ク滞在のI

イン芦大使館ぶし泌a晦鮒駿参事官物ルカッタのイ

ンド地質調査所のyVe出搬出所長セイロンからほ

この会議は上はも述べたように従来すでにでき上って

いるCCOP/pACと帖ことなりこれからどのような

ふうにCCO叩OAをつくっていこうかという準備会

議で関係各国の考克も必ずしも歩調が揃っているわけ�
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ではなかった｡

まず加盟国となり得る園について謡し含･二｡た,その

結果オｰストラリアビルマセイ渓ンインドイ

ンドネシアイランマレｰシアパキスタンタイ

(以上アルファベット順)の国々はもし参加を希望する

協力を申し出願閥団を構成する場合紀はその方のメン

バｰとなる用意のある寓意志表示淋なされ花ζとであ

った､

この準備会議では従来この方面で行なわれて蓮花調査

の結果や今後の各園の計圃について諾し合った後CC･

○閉QAを持つこ&の利益紀なる点鰹ついて貞繭な形

菊討議添行な杓れ施幸鷹レて｡c破炉淡｡些繊漉幾な

折絶真岡の会議を持つ登肋湘亙⑳刹溢悠なるで彪るラ

なぎ些誘篶合ゆ松なお技術協力縫闘遼じで⑳欝金

繭のこあ紀ついて憾笛薄墨誘膨禽冷理D累の援助資金

の誌も鷹施岳

肴しで最後紀CC破照激鯵⑳揚禽薮参蕩紀篶てCC-

○閉O段淡設並巻れ花揚禽の競貝隙繍観を彩慈劣だ､

含圃の会議では殻並渉慈腿簿曽災⑳亀幾⑳簡魑淡懇潅秘

それ彩紀幼双は溝鰯縫瀞葛締り恐慧る繍賞靴汽機姦

紀(お影らく本無榊萄愁一度講杉禽を珊会食鐙持蔦

慾の次紀はで護勅は爽錐熔繊懇｡⑬靱⑧孜⑳窮一国察議

を猪て葛漢雪鍔勿淡る慧濠畿な吻施,

竈｡糖譲

CCOPが舶めて開かれたのは1966年5月27目から6月

凄簿ぽかはてフィリピンのマニラであった.初回の参

カ幅は韓国台湾フィリピンおよび日本の4ヵ国のみ

であったが3年目の今回第6回にはこれはベトナム

タイマレｰシアおよびインドネシァカ茎加わり参加国の

艶麗も拡大された.今回のハイライトはH鮒号

あるヅ恥蹴号報告で興瞭ある地域と指摘されたと

ころほすべて事実上企業探鉱の範囲にとりかこ襲れてし

まっている肚初回当時CCOPが各方函で厄介かられ

迷惑槻書れた空気を多少なりとも経験した筆者らにとっ

てはある感慨を禁じ得ない.

以上の地域がこのようにECAF逐一baseの基礎調査

をある程度終えて企業瞼eに入りつつある今ほとん

どの東南アジア諸国の加盟カミ実現してきていること

今回の会議紀振出奮れた予定プログラムの傾向からみて･

今年来年の調査活動の堆域はシャム湾スンダ海鞄域

が一つの中心となるであろう｡今一つはフィリピン近'

海である｡東南アジアにおける鉱区取得状況からみて

これ等の地域における調査活動の推移ばは深く注意する

｡必要がある彪ろう由多少時期はずれるが酋イリアン

地域も遼からず調査活動の1つの目となるであろう一曲

面イリアンをめぐる領土帰属問題も近冷解決するとすれ

ばその時期は早いかも知れない唖

次紀注禺しなければならないのはインド洋諸国の

CCbP溝動の可能性である,本文に述べたごとく今

回イン戸パ締浮身ン池イ濠ンイランの代表秘泳グ

サｰバｰ鉦じて会議ぽ出席し本会議後顧問圖

箆｡紙概壌務局と共紀子傭会議を行なゆた曲含圃は槍

イ機ン憾積極酌芯海唱繍婁イン狩パ帯ス夢ンは慎重

な態度で滋鶯恕しい蜜篤籍騒の麗鍍みは必ずしも一致

稔於畢創㌶ン炉洋蟻｡◎澱淡集現淡繍沌うか鮒･

蜜鶯翻然慈縁泌柳㌔由臓兆他方ヅ遼欝もζの会議

績は関心を賂蕩参柳⑬踊麓湯鴻り醐淡鵬蜜務局紀

騨逃み薮狩な郷独鴻胡芯の地域は荷滴探鉱土おが園

惇&ψで怒関係蜜涛恐慧肋串然等擦慈れ篭飽城鷲潜聾

禽鍛の推移総滋鴬煎葛芯ぷを恵杓てはならない花る勢､

(簸勧護働灘潔鐙繍錘宙燃楽脇積繍灘碗孫滅鰯籍鰯跳陶)�


